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保育所問題プロジェクトチームで厚労省第二共済組合に要請 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
                

第
二
共
済
へ
要
請 

１０
月
６
日
「
良
質
な
保

育
と
賃
金
・
労
働
条
件
の

改
善
を
保
障
す
る
公
正
な

委
託
契
約
」
を
求
め
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
厚
生
労
働
省
第
二
共

済
組
合
へ
の
要
請
及
び
署

名
の
提
出
を
行
い
ま
し
た
。 

メ
ン
バ
ー
６
人
と
本
部

か
ら
中
丸
副
委
員
長
、
香

月
書
記
長
ら
計

１１

人
が

参
加
。
第
二
共
済
組
合

側
は
、
廣
井
氏
（
医
政
局

医
療
経
営
支
援
課 

職
員

厚
生
室 

室
長
補
佐
）
、
峰

岸
氏
（
同
・
共
済
係
長
）

の
２
人
が
対
応
し
ま
し
た
。 

冒
頭
、
香
月
書
記
長
よ

り
「
２
０
０
４
年
の
独
法

移
行
の
際
、
院
内
保
育
所

は
民
間
委
託
と
な
っ
た
が
、

労
使
で
知
恵
を
出
し
合
い

確
立
し
て
き
た
。
第
二
共

済
は
こ
の
原
点
を
忘
れ
ず

に
、
預
け
た
く
な
る
保
育

所
、
職
員
が
安
心
し
て
働

け
る
病
院
を
め
ざ
す
立
場

で
作
業
を
進
め
よ
」
と
要

請
し
、
第
二
共
済
側
は
「
９

月

２５

日
に
公
募
の
公
示

（
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
・
企
画

競
争
入
札
）
を
行
っ
た
。

１１
月
中
旬
に
選
考
、
１２
月

上
旬
に
は
業
者
を
決
定
す

る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。 

集
約
し
た
署
名
を
提
出 

続
い
て
、
宇
都
宮
支
部

な
か
よ
し
保
育
園
の
枝
野

さ
ん
、
板
西
支
部
す
だ
ち

保
育
園
の
山
本
さ
ん
が
、

保
育
所
職
員
、
保
護
者
の

思
い
が
詰
ま
っ
た
「
公
正

な
委
託
契
約
を
求
め
る
個

岸田委員長あいさつ 

７
月
の
定
期
全
国
大
会
で
設

置
が
決
定
さ
れ
た
地
方
協
代
表

に
よ
る
「
保
育
所
問
題
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
が
始
動
。 

全
医
労
は
１０
月
６
日
に
保
育

所
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

に
よ
る
厚
労
省
第
二
共
済
組
合

へ
の
要
請
及
び
署
名
の
提
出
を

行
い
、
午
後
に
は
「
対
策
会
議
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
各
地
方
協

代
表
の
メ
ン
バ
ー
と
本
部
役
員

等
１６
人
が
出
席
。
今
後
の
運
動

の
意
思
統
一
を
行
い
ま
し
た
。 

☆ 

全
支
部
で
「要
求
書
」を
提
出
し
よ
う 

（指
示
第
30
号
の
要
求
書
「ひ
な
型
」を
参
照
し
、
支
部
か
ら
提
出
） 

☆ 

「個
人
要
求
署
名
」「ひ
と
こ
と
署
名
」を
取
り
き
ろ
う 

（各
署
名
は
10
月
末
ま
で
と
り
く
み
、
提
出
し
ま
す
。
早
急
に
本
部
ま
で
） 

☆ 

「２
０
１
５
保
育
所
実
態
調
査
」 

「２
０
１
６
春
闘
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
と
り
く
も
う 

（連
絡
第
21
号
を
参
照
。
12
月
18
日
ま
で
に
本
部
へ
） 

☆ 

「国
の
保
育
等
支
援
施
策
を
求
め
る
署
名
」を
と
り
く
も
う 

 
（通
知
第
10
号
を
参
照
。
12
月
末
日
ま
で
に
本
部
へ
） 

☆ 
１
０
月
中
に
組
織
率
６
０
％
を
め
ざ
そ
う 

（連
絡
第
11
号
を
参
照
。
チ
ラ
シ
・ニ
ュ
ー
ス
を
活
用
し
て
声
を
か
け
よ
う
） 
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人
署
名
」
８
，
８
０
９
筆

と
「
『
子
ど
も
の
健
や
か
な

育
ち
を
保
障
し
職
員
が
働

き
続
け
ら
れ
る
院
内
保
育

所
を
求
め
る
』
ひ
と
こ
と

署
名
」
７
９
７
人
分
を
手

渡
し
ま
し
た
。 

私
達
の
思
い
を
聞
い
て 

参
加
者
は
「
フ
ル
タ
イ

ム
で
生
活
で
き
る
賃
金
で

は
な
い
」「
低
賃
金
で
求
人

を
か
け
て
も
応
募
が
な

い
」「
退
職
手
当
が
な
い
こ

と
は
将
来
的
に
働
く
意
欲

が
な
く
な
る
」「
委
託
更
新

の
た
び
に
職
員
だ
け
で
な

く
、
保
護
者
も
不
安
な
思

い
を
し
て
い
る
」「
保
護
者

は
今
の
保
育
内
容
を
継
続

さ
せ
て
ほ
し
い
、
安
心
し

て
働
き
続
け
た
い
と
訴
え

て
い
る
」「
委
託
更
新
の
た

び
に
振
り
回
さ
れ
、
一
番

し
わ
寄
せ
が
く
る
の
は
子

ど
も
た
ち
。
今
あ
る
保
育

の
継
続
を
」「
母
性
保
護
の

観
点
か
ら
も
厚
労
省
が
率

先
す
る
保
育
事
業
に
理
解

を
」「
保
育
所
が
な
け
れ
ば

病
院
の
運
営
は
成
り
立
た

な
い
」
等
々
訴
え
、
看
護

師
不
足
、
保
育
士
不
足
も

考
慮
し
た
上
で
業
者
決
定

せ
よ
と
迫
り
ま
し
た
。 

慎
重
な
選
定
作
業
を 

作
業
の
進
捗
状
況
を
質

す
と
、
第
二
共
済
側
は
「
公

募
の
資
料
は
す
で
に
３
社

に
配
布
。
他
に
大
手
保
育

業
者

１０

社
程
度
に
周
知

し
た
。
選
択
肢
は
多
い
方

が
よ
い
」
と
回
答
。 

全
医
労
側
は
「
保
育
は

継
続
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。
広
く
公
募
し
て

対
応
で
き
る
業
者
は
あ
る

の
か
」
と
質
し
、
第
二
共

済
側
は
「
大
手
に
声
を
か

け
た
。
皆
さ
ん
の
意
見
は

伺
っ
た
の
で
、
引
き
続
き

配
慮
し
な
が
ら
作
業
を
行

う
」
と
回
答
し
ま
し
た
。 

最
後
に
全
医
労
側
か
ら

「
職
員
は
少
な
い
人
員
で

病
院
職
員
の
子

ど
も
た
ち
を
育

て
て
い
る
。
『
ひ

と
こ
と
署
名
』
に

書
か
れ
た
思
い

に
目
を
通
し
て

ほ
し
い
。
現
場
は

何
を
望
ん
で
い

る
の
か
、
よ
く
見

極
め
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
、
要
請
を

終
え
ま
し
た
。 

対
策
会
議
開
催 

 

要
請
後
、
本
部
に
移
動

し
「
保
育
所
問
題
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
の
第
１

回
対
策
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。 

 

①
院
内
保
育
所
の
存

続
・
拡
充
に
向
け
た
運
動

の
意
思
統
一
、
②
保
育
所

職
員
の
賃
金
・
労
働
条
件

改
善
に
向
け
、
具
体
的
な

要
求
を
ま
と
め
る
、
③
決

定
し
た
こ
と
を
地
方
協
・

地
区
・
支
部
の
各
級
機
関

に
知
ら
せ
運
動
を
全
体
の

も
の
に
す
る
こ
と
、
の
３

点
を
目
的
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
設
置
。 

佐
藤
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
、
中

丸
副
委
員
長
か

ら
（
図
式
）
院
内

保
育
所
の
問
題

と
各
支
部
・
地
方

協
・
本
部
の
対
応

（
４
ペ
ー
ジ
）
を

含
め
た
基
調
報

告
を
受
け
、
討
論
を
行
い

ま
し
た
。 

午
前
中
行
わ
れ
た
第
二

共
済
へ
の
要
請
行
動
の
報

告
を
香
月
書
記
長
が
行
い
、

「
第
二
共
済
は
公
明
正
大

に
公
募
し
た
よ
う
だ
が
、

運
営
審
議
会
等
で
は
、
直

接
意
見
を
伝
え
る
場
が
な

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま

た
委
託
料
は
各
病
院
負
担

で
あ
り
、
第
二
共
済
は
予

算
や
労
働
条
件
に
関
し
て

は
関
係
な
い
と
言
っ
て
い

た
が
、
実
際
に
は
第
二
共

済
が
賃
金
単
価
を
決
め
て

 

「業者選定作業は公平・公正・慎重に行え」 

  

「公正な委託契約を」枝野さん・山本さんより署名提出 

 

「第１回対策会議」を本部で開催 
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い
る
。
今
後
、
局
面
に
お

い
て
は
組
織
を
あ
げ
て
保

育
所
の
仲
間
、
子
ど
も
を

守
る
と
り
く
み
を
進
め
た

い
」
と
報
告
。
佐
藤
委
員

長
か
ら
は
「
一
括
委
託
は

運
営
審
議
会
へ
の
要
求
で

決
定
さ
れ
た
。
運
動
の
成

果
だ
。
引
き
続
き
保
育
所

運
営
の
継
続
を
求
め
て
話

し
合
い
の
場
や
運
審
等
を

開
か
せ
、
全
組
織
で
の
一

斉
要
請
打
電
等
を
と
り
く

ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

要
求
を
積
み
上
げ
て 

続
い
て
、
い
ま
抱
え
て

い
る
問
題
や
要
求
事
項
に

つ
い
て
メ
ン
バ
ー
よ
り
報

告
を
受
け
ま
し
た
。 

「
ア
ル
バ
イ
ト
の
健
診

費
用
に
つ
い
て
５
，
０
０

０
円
を
超
え
る
部
分
に
つ

い
て
は
、
交
渉
確
認
に
基

づ
き
個
別
対
応
す
る
よ
う

要
求
し
て
い
く
」「
採
用
日

が
１
日
、
１５
日
付
と
な
っ

て
お
り
、
採
用
の
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
る
」
「
栄
養

士
・
調
理
師
の
賃
金
ア
ッ

プ
、
契
約
社
員
化
を
」「
後

補
充
は
契
約
社
員
で
」「
園

の
携
帯
電
話
を
」「
保
育
ル

ー
ル
の
確
立
、
運
営
責
任

を
明
確
に
」「
保
護
者
の
組

合
加
入
が
わ
か
る
と
良

い
」
な
ど
要
求
が
出
さ
れ

ま
し
た
。 

要
求
は
次
回
の
ピ
ジ
ョ

ン
交
渉
の
要
求
項
目
に
も

反
映
・
検
討
し
な
が
ら
、

で
き
る
こ
と
は
窓
口
等
で

も
調
整
し
、
地
方
協
交
渉

と
も
リ
ン
ク
し
て
進
め
よ

う
と
話
し
合
い
ま
し
た 

中
で
も
「
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
の
賃
金
改
善
」

「
扶
養
の
範
囲
で
働
く
職

員
」
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

「
社
会
的
評
価
に
関
わ
る

問
題
だ
。
私
た
ち
は
不
安

定
・
低
賃
金
労
働
者
な
の

だ
か
ら
、
賃
上
げ
の
要
求

は
当
然
。
不
利
益
に
な
ら

な
い
よ
う
考
慮
し
な
が
ら

も
、
見
合
う
賃
金
を
要
求

し
て
い
こ
う
」
と
意
思
統

一
し
ま
し
た
。 

支
部
と
の
連
携
で 

提
起
し
て
い
る
「
三
者

委
員
会
」（
保
育
所
職
員
・

保
護
者
・
支
部
）
の
確
立
、

支
部
と
の
連
携
に
つ
い
て

率
直
な
意
見
を
出
し
合
い

ま
し
た
。 

「
備
品
の
要
求
は
保
育

委
員
会
へ
出
し
て
お
り
、

支
部
と
は
連
携
し
て
い
な

い
」「
保
護
者
の
結
集
が
無

く
難
し
い
」「
お
昼
休
み
に

組
合
事
務
所
で
食
事
を
し

て
お
り
、
育
児
時
間
取
得

中
の
夜
勤
強
要
の
問
題
な

ど
支
部
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
」「
南
岡
山
た

ん
ぽ
ぽ
保
育
園

５５

周
年

祝
う
会
で
園
の
成
り
立
ち

を
初
め
て
知
っ
た
と
反
響

が
あ
っ
た
」「
保
護
者
へ
の

退
勤
時
間
調
査
を
行
っ

た
」
な
ど
意
見
が
出
さ
れ
、

「
保
育
所
は
組
合
が
作
っ

た
。
成
り
立
ち
、
歴
史
を

わ
か
り
や
す
く
伝
え
、
保

育
所
・
保
護
者
・
組
合
の

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
関
係

を
少
し
ず
つ
築
い
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
」
と
話
し

合
い
ま
し
た
。 

６
割
組
織
め
ざ
し
て 

委
託
契
約
更
新
を
控
え

た
今
、
組
織
拡
大
を
最
重

要
課
題
に
位
置
付
け
、
１０

月
中
に
組
織
率

６０

％
以

上
を
め
ざ
し
組
織
拡
大
を

進
め
よ
う
と
話
し
合
い
ま

し
た
。
お
手
紙
作
戦
な
ど

の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
を

出
し
合
い
、
組
合
員
ゼ
ロ

の
空
白
保
育
所
に
は
、「
今

後
、
雇
用
継
続
も
ど
う
な

る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
の

中
、
守
る
の
は
全
医
労
し

か
な
い
」
と
訴
え
、
地
方

協
と
相
談
し
な
が
ら
、
ま

ず
は
組
織
率
１０
、
２０
％
の

保
育
所
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し

よ
う
と
意
思
統
一
。
香
月

書
記
長
は
「
ど
ん
な
状
況

と
な
ろ
う
と
も
、『
組
織
の

力
』
が
重
要
に
な
る
」
と

強
調
し
ま
し
た
。 

すだち保育園 

２００４年の独立行政法人に移行されてから、国家公務員第二
共済組合の委託事業として“ピジョン”に一括委託になり、保育士
はピジョンの委託社員として再雇用（国立より低賃金）され、ピジョ
ン運営の元で「安全・安心で健やかに育つ保育園」を目標に、保
育内容の充実を図り・現在の保育士を維持し職員の方が、安心し
て預けられる保育園として大過なく運営致して参りました。 
この度、４回目のピジョンの委託事業が満了し契約更新を迎え

ておりますが、今回はピジョンとの契約更新が非常に厳しい状況
にあり、契約更新に向けての署名活動を地方協議長近藤さん・女
性部長濱田さん・保護者会会長犬伏さんをはじめとして、保護者
OB や沢山の方のご協力を頂き「署名・私のひとこと」（23 枚） と
「署名」（85枚×５人、計 425人分）が集まりました。 
全医労では、良質な保育の維持向上と保育士の賃金・労働条

件を保障する公正な委託契約を求められるように、この署名簿を
持参し地方協支部代表として、当園の山本保育士が皆様の要望
を訴えに参ります。 
今後も、職員の皆様のより良いパートナーとして頑張っていき

たいと思います。 

「ひとこと署名」に、多数の温かいご支援を頂き 

ありがとうございました。           

 

全医労板西支部 東徳島医療センター「すだち保育園」のお礼状より。 

「組合掲示板に貼り出していただきました」（写真右・山本さん） 
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本
部
ま
と
め 

最
後
に
香
月
書
記
長
が

ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。 

 

「
今
、
保
育
が
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
保

育
業
者
の
株
が
急
騰
し
、

サ
ー
ビ
ス
合
戦
が
行
わ
れ

て
い
る
。
鳥
取
医
大
で
は

『
３
６
５
日
開
園
』
『
２４

時
間
保
育
』
『
一
時
預
か

り
』
『
病
児
保
育
』
『
保
護

者
へ
夕
食
代
わ
り
の
お
弁

当
付
き
』
の
至
れ
り
尽
く

せ
り
の
院
内
保
育
所
が
で

き
て
い
る
。
私
た
ち
の
保

育
所
は
全
医
労
と
保
護
者

で
協
力
し
な
が
ら
丁
寧
に

手
作
り
で
作
っ
て
き
た
。

子
ど
も
の
成
長
を
商
品
に

し
て
い
い
の
か
」 

「
私
た
ち
は
不
安
定
雇

用
・
低
賃
金
労
働
者
。
保

育
士
全
体
の
賃
上
げ
も
位

置
づ
け
、
良
い
保
育
の
実

現
の
た
め
に
一
歩
ず
つ
団

体
交
渉
で
前
進
を
勝
ち
取

ろ
う
」 

「
そ
の
た
め
に
は
組
織
の

力
が
重
要
。
横
の
つ
な
が

り
を
い
か
し
て
、
何
度
も

話
を
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し

人
間
関
係
を
作
り
な
が
ら

組
織
拡
大
を
進
め
と
り
く

み
を
発
展
さ
せ
よ
う
」 

「
『
全
支
部
で
の
要
求
書

提
出
』
引
き
続
き
『
要
求

署
名
』『
ひ
と
こ
と
署
名
』

の
と
り
く
み
を
成
功
さ
せ
、

全
体
で
保
育
所

運
動
を
切
り
拓

こ
う
」
と
ま
と
め

ま
し
た
。 

 

各
メ
ン
バ
ー

は
本
部
と
連
絡

を
密
に
す
る
こ

と
、
今
後
の
情
報

交
換
、
会
議
等
に

備
え
る
こ
と
を

確
認
し
散
会
と

な
り
ま
し
た
。 

 

                                

 
中国・四国地方協 グループ地方運営協議会に要請 

① 建物の維持管理 

 病院が国立病院機構に新築・

改修・修繕等の要求を挙げま

す。支部を通じて要求します。 

② 備品・設備・開園時間

及び保育料の変更など 

 支部や保育委員会を通じて購

入・修理・改善等を要求します。

病院が購入・管理します。 

③ 職員の欠員、増員、契

約化、夜間保育導入など 

ピジョンへの要求で改善され

ない場合は、支部・地方協を通

じて病院へも改善を求めます。 

④ 職員の賃金・労働条件 

各地方協における団体交渉

を踏まえ、全医労本部とピジョン

との団体交渉で決まります。ま

た各地方協・グループ段階での

第二共済運営協議会での要求

も重要です。 

○ 三重中央「ひまわり保育園」パート・アルバイト４人加入！ 

○ 北海道地方協は、地方協書記長より空白保育所で働く皆さん宛てに「熱～いお手紙」を送付 

○ 東北地方協では、園長連名のお手紙を作成中 

○ ハンセン病「光明園」の「ひかり保育園」では、年休取得・設備改善が実現し保育士２人が加入！ 

○ 九州保育所連絡会では「組合に入ろっ！ひとことメッセージ」を作成して声をかけ合っています 


